
令和６年度第１回香川県教育センター運営協議会 

議  事  次  第 

 

日 時：令和６年７月２５日（木） 

１０：００～１１：３０ 

                           場 所：教育センタ－４階第５研修室 

 

 

１ 開  会 

    

２ 所長あいさつ 

 

３ 委員紹介・事務局紹介 

 

 ４ 副会長選出 

 

５ 会長あいさつ 

 

   ６ 議  事 

 

     （１）令和６年度事業について 

        ① 組織・予算について 

        ② 調査研究事業について 

        ③ 教職員研修事業について 

        ④ 教育相談事業について 

        ⑤ カリキュラムセンター事業について 

     （２）その他 

 

  ７ 閉  会 

 

     

 

 



氏　　　　　名 役　　職　　名　　等 備　　考

い り た に ひ ろ え

入 谷 寛 枝
　香川県国公立幼稚園・こども園長会会長
　（観音寺市立観音寺中央幼稚園長）

うえの こうへい

上 野 耕 平
　香川大学教育学部教授
　（香川大学教育学部附属高松小学校長）

うるしはら けいこ

漆 原 惠 子
　坂出市教育委員会教育委員

お お に し た だ し

大 西 忠
　ＮＨＫ高松放送局コンテンツセンター長

か ね こ た つ お

金 子 達 雄
　香川県高等学校長協会会長
　（香川県立高松工芸高等学校長）

令和6年6月1日～

か わ か み り さ

川 上 り 彩
　香川県小学校長会副会長
　（高松市立中央小学校長）

令和6年6月1日～

か わ た ひ ろ こ

川 田 浩 子
　香川県ＰＴＡ連絡協議会副会長 令和6年6月20日～

く さ か と し お

日 下 利 男
香川県中学校長会会長
（東かがわ市立引田中学校長）

令和6年6月1日～

に し や ま か お り

西 山 香
　香川県特別支援学校長会会長
　（香川県立聴覚支援学校長）

令和6年6月1日～

も り さ と し

森 智 志
　ＪＲ四国研修センター所長 令和5年6月1日～

やまだ あきひろ

山 田 明 広
　四国新聞社編集局整理部長

（五十音順）

任期：令和５年５月１日～令和７年４月30日

香川県教育センター運営協議会委員名簿



香川県教育センター運営協議会規程 

    （昭和４６年６月１日 教育委員会教育長訓令第５号） 

 

最終改正 平成２５年４月３０日 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、香川県教育センター規則（昭和４６年香川県教育委員会 

規則第５号）第６条の規定に基づき、香川県教育センター運営協議会（以下

「協議会」という。）について必要な事項を定めるものとする。 

（組織） 

第２条 協議会は委員１１人以内で組織する。 

２ 委員は香川県教育委員会教育長が委嘱する。 

３ 委員の任期は２年とし、再任することを妨げない。ただし､補欠の委員の任

期は前任者の残任期間とする。 

（会長・副会長） 

第３条 協議会に、会長及び副会長をおく。会長及び副会長は、委員の互選に

よって定め、それぞれ当該委員としての任期中在任する。 

２ 会長は、協議会を代表し、その会議を主宰する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、その職務を代行する。 

４ 会長･副会長共に事故あるときは、あらかじめ会長が指名した委員がその職 

務を代行する。 

（会議） 

第４条 協議会の会議は、必要のつど、開催するものとし、香川県教育センタ 

ー所長が召集する。 

（庶務） 

第５条 協議会の庶務は、香川県教育センター総務課において行う。 

 

   附 則 

 この訓令は、公布の日から施行する。 

   附 則（昭和５５年５月３１日） 

この訓令は、昭和５５年５月３１日から施行する。 

   附 則（平成７年１１月２２日） 

この訓令は、平成７年１１月２２日から施行する。 

   附 則（平成２５年４月３０日） 

この訓令は、平成２５年４月３０日から施行する。 



教育センターの事業実施状況 

Ⅰ 調査研究事業 

◆ 国や香川県の教育課題を踏まえた調査研究を行い、その成果を学校や教育関係機関に提供する。 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

１ 個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に向けた調査研究 
 

全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を推進し、

県教育センター協力学校等の先進的な実践事例をもとに、効果的な指導の在り方等について提案す

る。 

 

２ 児童生徒が主体的にＩＣＴを活用して取り組む学習の充実に向けた調査研究 
 

児童生徒が主体的にＩＣＴを活用して取り組む学習の充実を推進し、県教育センター協力学校等

の先進的な実践事例をもとに、児童生徒が自らＩＣＴを選択し、活用できるよう、情報モラル教育

を含む情報活用能力の育成に関する指導の在り方、各学校の環境に応じた１人１台端末等の管理・

運用について提案する。 

 

３ 全国及び香川県の学習状況調査の結果分析 
 

学校現場の授業改善や教育課程の見直しなどの取組みを研修サポートや研究相談を通じて支援で

きるよう、全国学力・学習状況調査及び香川県学習状況調査の結果を分析し、本県の課題を明らか

にするとともに、学力向上に向けた提案をする。 

調査研究 

その他、喫緊の教育課題等についても、調査研究を行う。 

。。。。。 

 
 

○ 研究発表会の開催 
 

開催日： 令和７年２月14日（金） 13:00～16:25 
 

○ 報告書の発刊・配布 
 

・個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に向けた調査研究報告書 

                              （令和７年２月発行予定） 

・児童生徒が主体的にＩＣＴを活用して取り組む学習の充実に向けた調査研究２年次報告 

                              （令和７年２月発行予定） 

・令和６年度全国学力・学習状況調査報告書          （令和６年10月発行予定） 

・令和６年度香川県学習状況調査報告書            （令和７年２月発行予定） 
 

○ 調査研究成果のＷｅｂサイトでの公開 
 

令和５年度 

・個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に向けた調査研究１年次報告 

・児童生徒が主体的に ICTを活用して取り組む学習の充実に向けた調査研究報告書 

・令和５年度全国学力・学習状況調査報告書 

・令和５年度香川県学習状況調査報告書 
 

調査研究成果の普及 

 

報告書等は、香川県教育センターWebサイトからダウンロード可能 
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https://www.kagawa-edu.jp/educ01/file/6717


Ⅱ 教職員研修事業 

 

１ 令和６年度 教職員研修について 

（１）研修計画について（資料２-１参照） 

  〇 基本研修(経年研修 悉皆制)…増減なし 

  〇 職務研修(悉皆制)      …新任教育相談担当研修会(小中)を新設 

  〇 専門研修(指定制・希望制)  …３講座減(研修内容精選による削減) 

「食育プログラム」「小・中学校社会科の授業づくり」を新設 

  〇 教職大学院連携研修(希望制)…増減なし 

 

（２）専門研修・教職大学院連携研修の申込状況（資料２-２参照） 

 

（３）「新たな教師の学びの姿」実現のための研修の在り方について 

  ○ 研修観の転換  

・対話的な研修の充実 → 学校現場での経験を共有し、協議時間の拡大を図る 

 

 (４)オンライン研修の実施について（資料２-３参照） 

○ R6 より新たに 5 つの研修で同時双方向型のオンライン研修を実施（各 1 回） 

・ブレイクアウトルームを活用すると、対話的な研修も実施可能。 

   ・接続不具合（1割程度）対応のため、運営人員が余分に必要となることが問題。 

○ 基本研修では多くの研修においてオンデマンド型の研修を実施（各研修に１～３講話程度） 

・講話型の研修をオンデマンド型へ 

 

(５)ICT 活用スキル向上について 

○ 基本研修 

・ICT を活用した授業実践力の向上を目指す研修を実施 

     →（小中）初任研、中堅研Ⅰ、20 経 （高特）初任研、中堅研Ⅱ、20 経 

・教科指導の回に、各教科での活用事例を共有 

     →（高特）初任研、１経、中堅Ⅰ、中堅Ⅱ 

・ICT を使った校内研究授業を義務付け 

→（小中）１経 （高特）初任研、中堅研Ⅱ 

○ 専門研修・教職大学院連携研修（希望研修） 

   ・ICT 活用スキルに関する専門研修講座については、18講座開設 

・プログラミング教育の研修を全校種で設定 

   ・主体的な情報モラルの育成に関する講座を設定 

 

（６）教職員の綱紀の保持と服務規律の確保について（信用失墜行為の禁止、性暴力の防止等） 

  ○ 基本研修で教育法規「体罰・セクシャルハラスメントの防止」等を実施 

→ ・初任者研修 

・中堅教諭等資質向上研修Ⅰ（ 6 年経験） 

・中堅教諭等資質向上研修Ⅱ（10 年経験） 

・教職 20 年経験者研修 

・講師は高校教育課および義務教育課の管理主事、研修課長 
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（７）管理職研修におけるプログラムについて 

○ 働き方改革に関する研修を実施 

→新任校長・副校長研、新任教頭研（小中高特） 

     ・副校長・教頭研修会（県立中・高特）、新任校長・副校長研修会（小中）において 

義務・高教の管理Ｇが実施する講話演習で働き方改革の内容の充実を依頼 

  ○ ハラスメントの防止 

   ・課長講話「○○（役職）に期待すること」において内容の充実を依頼 

 

２ 校長及び教員としての資質の向上に関する指標について（資料２-４参照） 

・R5.3 香川県教員等人材育成方針を改訂 

【R5.3 に追加した指標】 
 ア 特別な配慮や支援を必要とする子どもへの対応 

    イ ICT や情報・教育データの利活用 

・すべての研修において指標を設定               

    
３ 全国教員研修プラットフォーム（Plant）の運用について（資料２-５参照） 

  ・「研修受講履歴記録システム」と「教員研修プラットフォーム」で構成されたシステム 

  ・システムの利用により、本人による研修履歴の確認、インターネット上での受講申込、受講承認、

受講決定、研修の振り返り、オンデマンド講座の受講等が可能 

・令和５，６年度における県教委主催研修の受講履歴は主催者が代理入力 

・令和６年度はいくつかの専門研修において試験運用として「申込・承認」を Plant で実施。 

  ・令和７年度は、すべての研修で受講者本人が「申込」、校長・市町教委が「承認」の方向で検討 

 

４ 香川大学との連携について 

〇 香川大学大学院教育学研究科と連携協定を締結(R5.3.8)。大学内に「教員研修高度化推進室」を開設。 

・連携して研修の高度化（質の向上）を目指す。 

・連携研修を６講座開設。香川大学教職大学院の履修単位取得が可能となる２講座(405,406)を開設。 

・基本研修や職務研修の講座においても、連携研修として、大学教授（准教授）が無償で講師担当 

・教職大学院受講者には取得の翌年度から３カ年有効の「受講証明書」を発行 

→ 中堅研修の選択型研修の免除申請が可能 

   

○ 「教師のキャリアプランニング支援システム」の導入について 

  ・香川大学が県教育センター連携のもとで開発したシステム 

   →教員と校長の 1on1 面談を支援するシステム 

    ・面談の予約や内容についてインターネット上で準備可能 

・教員の資質能力についてレーダーチャートで視覚化、自己分析することが可能 

・Plant と連動していて受講したい研修を検索することが可能 

  ・7 月に導入希望調査を実施、７月下旬より運用開始予定 
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Ⅲ　教育相談事業
１ 相談活動

①　全体（R2～R6）　 ②　いじめ、ネットトラブルに関する相談（R2～R6）

２ 支援活動
(1) 学校支援アドバイザー派遣

(2) 教職員等へのコンサルテーション

(3) 教育相談研修サポート

(4) 参考資料・指導資料の提供 （※教育センターWebサイトに掲載）

　教職員等に、教育センターの職員等が教育相談に関する専門的な助言を行う。令和５年度は校内ケース
会議への出席や電話や来所での助言を33件実施した。

　教育相談に関する校内研修会等への講師派遣や資料提供を行う。令和５年度は15件実施した。

「心と身体のチェックリスト」：突然の災害や事故、事件等に遭遇した子どもたちのサポートのため
  のチェックリスト、教職員向けの実施留意事項、家庭での関わり方や観察のポイント。
「教育相談のいろは」：教育相談に関する基本的な事項とともに６事例とその対応の考え方を紹介。
「子どものための自殺予防」：自殺の危機が高まった子どもに対する関わり方について紹介。
「SOSの出し方に関する教育」：自殺予防教育の概要や実践上のポイント、校内体制づくりを紹介。
「チーム学校と教育相談体制」：チーム学校と教育相談体制の概要、重層的な支援について紹介。

(1)令和６年度相談件数（４～６月）

　令和６年度４月から６月の相談件数は631件で、前年度同時期に比べ108件減少した。その中で、窓口別
ではメール相談件数は前年度同時期より約1.5倍に増加した。主訴別では,「学校・教師関係」「不登校」
「しつけ・育て方」の相談が多くなっており、「不登校」においては進学や進級により新しい環境になじ
めない等の相談が寄せられた。全体の約7割の相談が電話相談で行われたが、電話相談やメール相談から
来所相談につながったケースもある。相談対象者の校種では高校の相談が最も多かった。

(2) 相談件数推移

　27年度に教育委員会における各種の相談窓
口を教育センターに一元化してから、相談総
件数は増加傾向にあったが、令和３年度から
は減少傾向が続いた。いじめ、虐待、自殺企
図の相談については、関係機関と緊急連絡体
制を構築し問題解決に向け迅速に対応してい
る。

　いじめの相談については、学校に相談しても思うよ
うな解決に繋がらないといった相談が多かった。
　ネットトラブルに関する相談は、現実の人間関係の
悪化からSNSへの書き込み等につながったと思われる
相談やネットやゲームを長時間行うことで生活への影
響や課金について心配する保護者からの相談などが
あった。

　福祉や心理の分野において専門的な知識・技術を有する者（２名）を、学校や市町教育委員会からの要
請に応じて派遣し、教職員等への助言及び援助を行っている。令和５年度は217回実施し、312件のケース
を取り扱った。
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◆ 教育センター職員や退職教職員の派遣、インターネットを活用した各種の情報提供等、様々な方法で 

学校の教育活動を支援する。 

 

退職教職員を小・中学校に派遣し、教職員の資質・ 
能力の向上等に向けた支援を行う。 

○主な支援内容 
  ・校内研修の講師 ・若年教員への指導と助言 

  ・放課後や別室での学習指導 

 

令和５年度実績：支援隊登録者数377人、 

派遣校数 105校、派遣時間総数 6,881時間 

 
様々な教育資料を収集し、提供する。 
 
【 教育ライブラリー 】 
○収蔵資料（令和５年度末現在） 

   教育図書（12,804冊 令和５年度末現在） 
   研究紀要・論文、教育研究物、教育行政資料、 

教育雑誌、各社の教科書、 
   視聴覚資料（香川県視聴覚ライブラリー、香川

県高等学校視聴覚ライブラリーを含む） 
 

○閲覧・貸出等 
  ・開室時間   平日 9:00～17:00 
          土  9:00～16:00 
   （土曜日は原則として13:00～14:00閉室） 
  ・貸出冊数   １回につき５冊まで 
  ・貸出期間   15日間 
 
【 Ｗｅｂサイト 】 
○提供資料     授業実践レポート 等 

教育情報提供 

 
指導主事を学校等へ派遣し、学校力の強化や教職員
の資質向上のために実施する研修を支援する。  

  
（令和５年度派遣実績：421件） 

研修サポート 
 
学校における研究や研修、教育実践上の諸問題等に 
ついて、教職員からの相談に応じる。 

○相談内容（令和５年度実績：284件） 

教育課程、学習指導、 教育相談、 

情報教育、 図書資料、 教育課題等 等 

 

研究相談 

 
研修室を教職員の自主的な研究・研修の場として貸し

出す。  

・貸出時間   9:00～16:30（月～土） 

・対象施設   一般研修室 
 

  （令和５年度実績：162団体、5,363人） 

施設開放事業 

教育センターWebサイトを通じての教育情報提供、オンライン会議システムを用いての研修・研究相談など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 インターネットによる学校支援 】 

各学校 

 

香川県教育センター 検索 

 
【香川県教育センターWebサイト】 

〇教育情報提供 

〇教育ライブラリー図書検索 

〇教育センターアンケート 

〇オンライン研修サイト 

 

【オンライン会議システム】 

 〇オンライン研修 

 〇研究相談 

教育センター 

Ⅳ カリキュラムセンター事業 
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